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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は,原子炉から得られる熱中性子の育種的利用価値を明らかにすることを目的に,京都大学研

究用原子炉の重水設備を用いて,水稲の種子および生体に熱中性子照射を行い,ガンマ線照射の場合と

対比しつつその結果を4章にとりまとめたものである｡

第 1章では,まず上記設備における熱中性子および混入ガンマ線の量を測定する一方,種子を歴,肱

乳および種皮に分け,それぞれについてホウ素 (B),窒素 (N)および水素 (H)含量の化学分析を行

い,吸収される熱中性子線量を推定した｡その結果,肱の吸収線量は肱乳の吸収線量の2倍以上になる

ことを認め,熱中性子の生物効果は種子全体でなく肱に吸収される線量に基づいて判定すべきことを提

案した｡ついで実際に照射を行い,上記の考えに従って照射当代の草丈,種子稔性および照射次代の菓

緑突然変異出現率に関する熱中性子の生物学的効果比 (RBE)を算出したが,_得られた値約 10は従来

報告されている値のほぼ1/2であった｡

第 2章では,種子のホウ酸水浸漬処理を行い,B の吸収特性ならびに照射における B添加 の効果を

検討した｡その結果,ホウ酸処理によって Bが肱に選択的に多く吸収されること,またこのような B

添加によって葉緑素および出穂期に関する突然変異率を有意に増加させ,同時に不稔突然変異を有意に

減少させ得ることを明らかにした｡

第3章では,重水設備に按する照射室内の熱中性子および混入ガンマ線の分布を測定し,幼苗の B,

N および H 含量の分析および吸収線量の推定を行ったのち,乾燥種子とともに4菓期の幼宙に綬照

射を加えた｡ その結果を照射当代の種子稔性についてみたところ,生体,種子両照射とも70前後の著し

く高い RBE値を示し,熱中性子照射では Ⅹ 線などの場合とは逆に線量率の低下に伴って感受性が増

大した｡また吸収線量に対する反応では生体照射の方が大きいが,照射線量に対する反応では種子照射

の方が大きいという熱中性子に特異的な現象も明らかとなった｡なお,生体照射では,種子照射の場合

よりも高頻度で実線突然変異の出現をみた｡
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第4章では,照射次代の幼植物にイネ白菜枯病の病原41系統を接種し,その反応を調べた｡ その結果,

熱中性子,ガンマ線いずれの照射によっても曜病性,耐病性両方向に微小突然変異が誘起されることを

認めたが,変異の分散は熱中性子の方が有意に大きく,抵抗性品種の育成上熱中性子の利用が有効であ

ることが示唆された｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

熱中性子には,従来突然変異育種で多用されている Ⅹ 線あるいはガンマ線とは作用機作に質的な相

違があり,異なった変異スペクトラムの誘発が期待される｡ しかしながら熱中性子については, Ⅹ 線

などに比べて被照射体における吸収線量の測定がきわめて困難で,生物学的効果の解析が容易でないた

め,育種への利用に資し得る基礎資料が著しく不足しており,とくに,正確な線量測定に基づいてその

効果を評価した報告は皆無に近い｡

著者はこの点に着目し,育種的利用の観点から,水稲を材料とし,京都大学研究用原子炉の重水設備

を用いて,熱中性子の生物学的効果の究明を試みた｡

まず初めに,種子を種皮,涯乳および肱に分け,それぞれについて B,N および Hの含量を正確に

分析し,それらに基づいて熱中性子の吸収線量が肱では肱乳の2倍以上になることを明らかにした｡つ

いで涯の推定吸収線量と実際の照射結果とから,熱中性子の生物学的効果比 (RBE) として約10の値

を得,吸収線量が種子中に均等に分布することを前提として算出されていた従来の値はほぼ1/2に修正

されるべきことを提唱している｡

つざに,種子をホウ酸水に浸漬すると Bが急速かつ選択的に多く肱に吸収されること, またこのよ

うな B添加の後に熱中性子を照射することによって有用突然変異の出現率を増加させ, 同時に不稔突

然変異の出現率を低下させ得ることを明らかにしている｡

一方,従来報告例のない熱中性子による生育中の植物体照射を試み,照射線量率の低下と共に感受性

が著しく増加することなど,Ⅹ 線等で得られている知見とは逆の興味ある現象をいくつか 見出 してい

る｡

最後に,イネ白菜枯病の多数の病原系統を対象として抵抗性突然変異の作出を試み,熱中性子,ガン

マ線のいずれの照射によっても羅病性,耐病性両方向に微小突然変異が誘起されることを見出したが,

分散からみて熱中性子の方がはるかに有利であるとしている｡細菌病抵抗性突然変異の作出例は未だ報

告されておらず,本論文は熱中性子が細菌病抵抗性品種育成に有効であることを示唆した点でも意義が

大きい｡

以上のように,本論文は,突然変異育種における熱中性子の利用に関して重要な新知見を加えたもの

であり,育種学に寄与するところが大きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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